
 
 

第 192 回  学長定例記者会見 お知らせ事項 3 

 

令和８年６月２５日 

 

 

世界の作家や研究者らが文学にある核を語る 

国際会議「トランス／ナショナルな核の表現と想像力」を開催 

 

2026 年 6 月 27 日（土）・28 日（日）、本学が協賛・後援する国際会議「ト

ランス／ナショナルな核の表現と想像力」が、東千田キャンパスにて開催され

ます。 

本会議は、核や原爆をめぐる文学・文化表現を主題とする公開プログラムで、

専門研究者に限らず、一般の方にも広く参加いただける内容となっています。 

 

特別講演として、ベトナム先住民チャム出身の詩人インラサラによる「あの

場所の核エネルギー——現実と夢のはざまで」、ならびに台湾作家・伊格言によ

る「核の人新世——スロー・バイオレンスと文学」が予定されています。さら

に、四つのセッションでは、レイシズムとコロニアリズム、アートと越境、汚

染とエコロジー、連帯の可能性／不可能性といったテーマを軸に、報告と討論

が行われます。 

台湾、韓国、カナダ、アメリカ、ベトナム、日本から作家・研究者・批評家

が集い、核をめぐる表現と想像力について多角的に議論します。 

 

 

記 

 

日時：令和 8 年 6 月 27 日（土）～28 日（日） 

会場：広島大学東千田キャンパス（広島市中区東千田 1-1-89） 

内容： 

【特別講演】 

「『あの場所』の核エネルギー—現実と夢のはざまで」 

インラサラ氏（ベトナムの詩人） 

「核の人新世—スロー・バイオレンスと文学」 伊格言氏（台湾の作家） 

 

【セッション】 

・レイシズムとコロニアリズム  

・アートと越境 

・汚染とエコロジー 

・連帯の可能性／不可能性  

 

【ラウンドテーブル】 

 核や原爆をめぐる文学・文化表現の意義や課題について、登壇者と参加者が 

議論 



※詳細は添付チラシをご参照ください 

 

対象：どなたでもご参加いただけます 

定員：140 人 

使用言語：原則として日本語 

参加費：無料（レセプションは有料） 

取材について：取材をご希望の際は、以下のお問い合わせ先へご連絡をお願い

いたします。 

 

 
【お問い合わせ先】 

大学院人間社会科学研究科 

  准教授 松永 京子 

TEL:082-424-6680 

 




